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長
浜
町
議
会
第
一
固
定
例
会
が
、

ま
し
た
。

今
回
の
議
会
で
は
、
上
田
町
長
が
入
院
加
療
中
の
た
め
、
日
田
助
役
が
議
会
招
集
挨
拶
及
び

平
成
十
年
度
に
臨
む
町
長
施
政
方
針
の
代
読
を
行
い
、
一
般
質
問
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

議
案
審
議
で
は
、
平
成
九
年
度
長
浜
町
一
般
会
計
補
正
予
算
、
長
浜
町
議
会
議
員
等
の
報
酬
、

費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
長
浜
町
立
保
育
所

設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
平
成
十
年
度
長
浜
町
一
般
会
計
予
算
、
長
浜
町
固
定
資

産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
な
ど
の
議
案
二
十
四
件
は
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
さ

れ
た
ほ
か
、
例
月
出
納
検
査
、
寄
付
採
納
な
ど
の
議
会
報
告
案
件
三
件
も
全
て
受
理
採
択
さ
れ

ま
し
た
。

施
政
方
針
、

三
月
十
日
か
ら
十
二
日
ま
で
の
三
日
間
の
会
期
で
聞
か
れ

可
決
さ
れ
た
主
な
議
案
の
あ
ら
ま
し
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

こ
の
一
年
を
振
り
返
る
と
、
証
券
・

金
融
不
祥
事
や
高
望
日
僚
の
構
造
汚
職
、 施政方針を代読する日田助役

政
党
各
党
の
離
合
集
散
、
青
少
年
に
よ

る
殺
傷
事
件
等
が
連
日
の
よ
う
に
起
こ
っ

て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
現
在
の
日
本

に
何
を
問
い
か
け
て
い
る
の
か
、
我
々

に
課
せ
ら
れ
た
極
め
て
大
き
な
テ
l
マ

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

一
方
、
先
の
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

お
け
る
各
国
代
表
選
手
の
活
躍
を
見
た

時
に
は
、
生
き
る
夢
と
力
を
与
え
て
も

ら
っ
た
よ
う
な
感
動
に
浸
っ
た
も
の
で

あ
る
。
そ
の
よ
う
な
気
持
ち
を
抱
き
つ

つ
、
私
の
二
期
日
の
仕
上
げ
の
年
と
し

て
の
施
政
方
針
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
。

平
成
十
年
度
の
当
初
予
算
に
つ
い
て

で
あ
る
が
、
ご
存
じ
の
よ
う
に
国
の
予

算
に
つ
い
て
は
、
国
債
費
が
政
策
的
経

費
を
圧
迫
す
る
な
ど
極
め
て
厳
し
い
状

況
で
あ
り
、
地
方
財
政
も
ま
た
同
様
で

あ
る
。こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
当
町

の
予
算
総
額
は
四
十
九
億
三
千
二
百
九

十
万
円
と
、
部
年
度
対
比
二
・
一
%
の

減
と
し
て
い
る
が
、
前
年
度
当
初
予
算

に
計
上
分
の
過
年
度
漁
港
施
設
災
害
復

旧
費
を
除
け
ば
一
%
の
増
で
、
昨
年
に

引
き
続
き
歳
出
予
算
の
徹
底
し
た
節
減

合
理
化
に
努
め
、
一
般
経
常
経
費
を
可

能
な
限
り
抑
制
し
て
い
る
。

骨
格

的

港
湾
整
備
に
つ
い
て
は
、
第
九
次
港

湾
整
備
五
か
年
計
画
に
基
づ
き
、
公
共

岸
壁
、
小
型
船
だ
ま
り
、
沖
防
波
堤
等

の
整
備
を
行
っ
て
い
る
が
、
本
事
業
は

当
町
の
骨
格
事
業
で
あ
り
引
き
続
き
積

引き続き整備が予定される小型船だまり
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極
的
に
推
進
し
て
い
き
た
い
。
小
型
船

だ
ま
り
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
新
年
度

早
々
に
は
護
岸
工
事
に
着
手
で
き
る
も

の
と
考
え
て
お
り
、
隣
接
す
る
町
単
独

の
土
地
造
成
に
つ
い
て
も
、
県
営
の
第

二
期
工
事
と
の
整
合
を
図
り
な
が
ら
基

礎
工
事
を
施
工
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
環
境
緑
地
に
つ
い
て
は
、

黒
松
の
植
栽
を
は
じ
め
遊
歩
道
、
遊
具

等
を
設
置
し
、
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
ェ
ー

シ
ョ
ン
の
中
核
広
場
に
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

安
全

り
を

次
に
道
路
交
通
体
系
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
国
道
三
七
八
号
な
ど
当
町
を
取

り
巻
く
上
位
道
路
網
の
整
備
促
進
は
、



快え大地
適てき域
なおく経
道り影済
づ、響は
く当をも
り町与と
をにえよ
推おてり
進いく生
してる活三三正
丈こも も .一一一
い安の文
。全と化
で考に早期整備が期待される主要地方遭大洲長浜線

国

議
で

7c 
の

続
い
て
激
特
事
業
に
つ
い
て
は
、
採

択
か
ら
三
年
が
経
過
し
、
町
内
六
か
所

の
内
、
豊
中
、
柿
早
、
白
滝
、
出
測
地

区
で
本
格
的
な
工
事
が
進
め
ら
れ
て
お

り
、
同
地
区
に
つ
い
て
は
、
宅
防
方
式

モ
十
年
度
中
に
工
事
清
手
を
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

大
和
地
区
に
つ
い
て
は
地
元
協
議
の

段
階
で
あ
り
、
宅
防
事
業
と
併
せ
た
土

地
区
画
整
理
事
業
の
導
入
要
望
が
強
い

た
め
現
在
諸
般
の
検
討
を
行
っ
て
い
る

特
に
、
大
洲
長
浜
線
、
表
浜
中
村
線
、

長
浜
保
内
線
等
の
主
要
地
方
道
や
、
一

般
県
道
の
櫛
生
大
洲
線
に
つ
い
て
も
、

整
備
促
進
を
県
に
強
く
働
き
か
け
る
考

え
で
あ
る
が
、
河
川
改
修
と
の
合
併
施

工
、
激
特
事
業
と
の
事
業
整
合
関
係
に

つ
い
て
は
、
国
a

県
と
の
協
議
の
中
で

鋭
意
そ
の
推
進
に
全
力
を
傾
け
る
な
ど
、

可
及
的
速
や
か
な
対
応
が
で
き
る
よ
う

努
力
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
町
道
で
は
、
白
滝
大
橋
の
架

橋
を
含
む
白
滝
柴
線
な
ど
一
級
幹
線
町

道
を
は
じ
め
、
集
落
を
結
ぶ
幹
線
町
道

に
つ
い
て
も
そ
の
継
続
整
備
を
図
る
考

え
で
あ
る
。

が
、
今
後
さ
ら
に
国
，
旧
示
。
町
'
地
五

の
四
者
に
よ
る
協
議
の
中
で
早
く
そ
の

方
向
付
け
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

っ
て

次
に
、
町
土
の
保
全
と
安
全
で
良
好

な
生
活
環
境
確
保
の
た
め
の
防
災
事
業

に
つ
い
て
は
、
治
山
。
治
水
事
業
や
地

滑
り
対
策
事
業
、
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険

対
策
事
業
、
が
け
地
防
災
対
策
等
諸
事

業
の
導
入
を
図
り
鋭
意
そ
の
対
策
に
取

り
組
む
考
え
で
あ
る
。

町
民

山
鳥
坂
ダ
ム
及
び
中
平
分
水
問
題
に

つ
い
て
は
、
昨
年
六
月
の
議
会
に
お
い

て
現
時
点
に
お
け
る
行
政
サ
イ
ド
の
懸

念
事
境
と
言
う
こ
と
で
、
各
種
用
水
の

確
保
等
八
項
目
を
表
明
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
。
そ
の
中
の
一
つ
で
あ
る
地
下
水

の
低
下
に
つ
い
て
は
、
昨
年
九
月
か
ら

地
下
水
の
一
斉
観
測
と
継
続
観
測
に
入

ら
せ
て
い
た
だ
い
た
の
で
、
調
査
結
果

を
待
っ
て
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
、

議
会
に
ご
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会

を
持
ち
た
い
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
事
項
に
つ
い
て
は
、
国
・

県
に
示
し
て
お
り
、
具
体
的
な
協
議
を

進
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
考
え
て
い

る。

こ
の
問
題
は
、
広
範
多
岐
に
わ
た
る

多
く
の
問
題
を
包
含
し
て
お
り
、
町
民

一
体
と
な
っ
た
対
忠
を
す
る
こ
と
が
最

も
重
要
な
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
い
る

の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

た
し
。生

し
て

潮位lこ連動した河川水位と塩分濃度の調査状況

産
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
特
に
担
い

手
の
確
保
に
は
積
極
的
な
支
援
が
必
要

で
あ
り
、
将
来
を
展
望
し
た
振
興
の
基

本
と
な
る
生
産
基
盤
の
整
備
を
計
画
的

に
継
続
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

農
業
に
つ
い
て
は
、
農
道
及
び
作
業

道
の
開
設
、
適
地
適
作
や
農
地
の
流
動

化
を
推
進
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、
林

業
に
つ
い
て
は
、
保
育
・
除
間
伐
事
業

の
推
進
と
幹
線
林
道
の
開
設
、
作
業
証

の
確
保
や
特
用
林
産
物
で
あ
る
椎
茸
の

高
品
質
化
を
図
る
た
め
の
、
施
設
整
備

を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

漁
業
に
つ
い
て
は
、
魚
礁
・
築
磯
の

造
成
や
稚
魚
の
放
流
事
業
等
に
よ
り
、

良
好
な
漁
場
の
確
保
と
保
全
を
図
る
と

共
に
、
喜
多
漁
港
の
環
境
整
備
と
櫛
生

漁
港
の
機
能
確
保
の
た
め
の
施
設
整
備

に
取
り
組
む
こ
と
に
し
て
い
る
。

さ
ら
に
商
工
業
で
は
、
潤
い
と
活
力

に
満
ち
た
商
庖
街
づ
く
り
の
た
め
の
、

椎茸の高品質化を図るためのヒニールハウス

経
営
の
改
善
や
地
域
振
興
事
業
等
に
対

し
、
商
工
会
を
通
じ
て
引
き
続
き
支
援

す
る
考
え
で
あ
る
。

地
域

ト

昨
年
、
広
域
圏
の
地
域
個
性
化
事
業

と
し
て
実
施
し
た
「
龍
馬
ク
ル

l
ジ
ン

グ
川
瀬
戸
内
」
に
つ
い
て
は
、
定
員

の
士
一
倍
強
と
い
う
応
募
が
あ
っ
た
。
こ

の
結
果
と
要
請
に
応
え
、
本
年
度
は
上

関
町
の
町
並
み
研
修
を
行
う
こ
と
に
し

て
お
り
、
今
後
地
域
に
根
ざ
し
た
イ
ベ

ン
ト
へ
発
展
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
る
じ

ま
た
、
観
光
振
興
の
た
め
自
然
や
文

化
遺
産
を
十
分
活
用
す
る
と
共
に
、
そ

の
P
R
や
施
設
の
整
備
充
実
な
ど
受
入

体
制
の
整
備
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
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る
と
考
え
て
い
る
。

分
別有

け
て

次
に
福
祉
に
つ
い
て
は
、
養
護
老
人

ホ
l
ム
の
移
転
改
築
の
為
の
用
地
を
取

得
し
建
設
事
務
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
、
ま
た
、
平
成
十
二
年
度

か
ら
創
設
さ
れ
る
「
介
護
保
険
」
に
つ

い
て
は
、
そ
の
試
行
事
務
と
し
て
「
介

護
認
定
モ
デ
ル
事
業
」
を
実
施
す
る
こ

と
に
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
身
体
障
害

者
0

フ
ラ
ン
の
策
定
を
行
、
っ
と
共
に
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
の
シ
ス
テ
ム
ε

つ
く
り
に
着
手

す
る
な
ど
、
積
極
的
な
介
護
支
援
を
行
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

保
健
関
係
に
つ
い
て
は
、
保
健
セ
ン

タ
ー
を
拠
点
と
し
て
、
健
康
教
育
や
各保健サービス提供の拠点・保健センター

種
検
診
な
ど
総
合
的
な
保
健
サ
ー
ビ
ス

に
努
め
、
町
民
一
人
ひ
と
り
の
健
康
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

「
な
ぎ
さ
の
湯
」
に
つ
い
て
は
、
健

康
と
福
祉
の
増
進
を
図
る
保
健
衛
生
施

設
と
し
て
、
ま
た
肌
の
触
れ
合
う
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
場
と
し
て
活
用
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

次
に
、
廃
棄
物
処
理
を
取
り
巻
く
社

会
的
環
境
は
年
々
厳
し
さ
を
増
し
、
こ

れ
に
比
例
し
て
多
大
な
費
用
負
担
が
避

け
ら
れ
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

処
理
費
用
の
抑
制
と
ゴ
ミ
の
資
源
化
・

リ
サ
イ
ク
ル
の
徹
底
と
い
っ
た
観
点
か

ら
、
平
成
九
年
度
に
設
置
し
た
「
長
浜

町
産
業
廃
棄
物
処
理
対
策
協
議
会
」
に

お
い
て
分
別
収
集
・
有
料
化
の
問
題
を

中
心
に
協
議
い
た
だ
い
て
い
る
。
今
年

度
は
よ
り
具
体
的
な
協
議
を
い
た
だ
き
、

ゴ
ミ
の
排
出
量
等
に
応
じ
た
処
理
費
用

の
公
平
負
担
の
方
向
付
け
を
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
ベ
ー

ス
に
総
合
的
施
策
を
推
進
し
て
行
か
ね

ば
な
ら
な
い
。

し
て

続
い
て
教
育
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、

ふ
る
さ
と
教
育
や
学
校
教
育
施
設
の
整

備
充
実
に
つ
い
て
は
年
次
計
画
的
に
進

め
て
い
る
。
青
少
年
の
刃
物
携
帯
問
題

ゃ
い
じ
め
、
不
登
校
な
ど
が
大
き
な
社

会
問
題
と
な
る
と
共
に
、
そ
の
対
策
に

苦
慮
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
が
、

特
に
刃
物
の
携
帯
行
為
な
ど
の
違
法
性

に
つ
い
て
教
職
員
や
児
童
生
徒
へ
周
知

徹
底
す
る
な
ど
、
教
育
委
員
会
と
し
て

も
迅
速
に
そ
の
対
応
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

同
和
教
育
に
つ
い
て
は
、
行
政
の
責

務
で
あ
る
と
同
時
に
、
町
民
一
人
ひ
と

り
が
取
り
組
ま
ね
ば
な
ら
な
い
極
め
て

重
要
な
課
題
で
あ
り
、
今
後
さ
ら
に
人

権
啓
発
を
進
め
る
た
め
、
近
年
中
に

「
長
浜
町
人
権
擁
護
に
関
す
る
条
例
制

定
実
行
委
員
会
」
を
設
置
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

生
涯
学
習
の
町
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、

平
成
九
年
度
に
「
長
浜
町
生
涯
学
習
の

町
、
づ
く
り
推
進
委
員
会
」
を
設
置
し
、

社会問題化する青少年犯罪に私たち大人は…

行
政
内
部
で
は
「
生
涯
学
習
調
整
会
議
」

と
「
ス
タ
ッ
フ
会
議
」
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
有
効
的
に
機
能

さ
せ
、
地
域
の
公
民
館
を
拠
点
に
生
涯

学
習
社
会
の
実
現
や
文
化
振
興
、
青
少

年
の
健
全
育
成
に
一
一
層
寄
与
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

安
ら

回丁

昨
今
は
、
人
の
ぬ
く
も
り
や
心
と
心

第

国
民
健
康
保
険
へ
の

繰
出
金
な
ど

九
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

平
成
九
年
度
一
般
会
計
予
算
に
一
千

六
百
七
十
一
万
一
千
円
が
補
正
さ
れ
、

予
算
総
額
は
、
六
十
二
億
七
千
七
百
七

十
四
万
八
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
今
回
補
正
さ
れ
た
主
な
使
い

道
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
民
生
費
一
社
会
福
祉
総
務
費
と
し
て
、

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金

な
ど
四
千
二
百
八
十
五
万
六
千
円
。

一
土
木
費
一
県
営
工
事
費
と
し
て
、
県

道
長
浜
保
内
線
改
良
工
事
ほ
か
一
路
線

の
事
業
費
負
担
金
一
千
百
八
十
万
七
千

の
ふ
れ
あ
う
機
会
が
少
な
く
な
り
、
家

庭
内
や
地
域
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
希

薄
化
が
、
社
会
の
荒
廃
を
誘
発
し
て
い

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
根
因

と
な
っ
て
い
る
の
は
、
高
度
経
済
成
長

に
端
を
発
す
る
家
庭
や
社
会
構
造
の
変

化
以
外
の
何
物
で
も
な
い
と
思
わ
れ
る
。

ど
う
か
、
町
民
の
皆
さ
ま
が
真
の
安

ら
ぎ
ゃ
和
や
か
さ
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う

な
町
に
す
る
た
め
、
胸
襟
を
開
き
、
町

守
つ
く
り
・
里
づ
く
り
・
心
づ
く
り
に
た

ゆ
ま
な
い
ご
尽
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
し
、
私
の
施
政
方
針
と
致
し
た
い
。
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ム
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停リ

円。一
消
防
費
一
消
防
施
設
費
と
し
て
、
老

朽
化
等
に
よ
り
損
傷
の
著
し
い
長
浜
支

署
内
部
の
改
修
工
事
費
三
百
九
十
九
万

円。長
浜
町
隣
保
館
設
置
及
び

管
理
条
例
を
制
定

平
成
九
年
度
か
ら
国
の
隣
保
館
設
置

要
綱
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
隣

保
館
の
設
置
目
的
や
事
業
内
容
等
を
改

め
る
と
共
に
、
新
し
く
隣
保
館
運
営
審

議
会
の
設
置
を
は
じ
め
使
用
許
可
等
の

管
理
に
関
す
る
条
項
を
加
え
た
た
め
、

新
し
く
条
例
が
制
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
長
浜
町
立
隣
保
館
設

置
条
例
は
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。



長
浜
町
議
会
議
員
等
の
報
酬
、

費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
支
給

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

昨
年
八
月
に
、
人
事
院
か
ら
期
末
手

当
の
三
月
分
を
報
酬
月
額
の
百
分
の
五

十
五
と
す
る
勧
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
が
、

市
町
村
の
特
別
職
な
ど
に
つ
い
て
は
、

平
成
十
年
度
以
降
か
ら
改
正
す
る
こ
と

に
さ
れ
た
た
め
、
当
町
議
会
議
員
に
つ

い
て
も
平
成
十
年
度
か
ら
三
月
の
期
末

手
当
が
改
正
さ
れ
た
も
の
で
す
。

長
浜
町
立
保
育
所
設
置
条
例
@

長
浜
町
立
保
育
所
入
所
措
置
条
例

の
一
部
を
改
正

児
童
福
祉
法
の
改
正
に
伴
い
、
就
学

前
の
幼
児
を
養
育
し
な
が
ら
就
労
す
る

女
性
が
増
加
し
た
実
態
に
即
応
す
る
た

め
、
町
内
外
を
問
わ
ず
希
望
す
る
保
育

所
に
入
所
で
き
る
よ
う
に
改
正
さ
れ
ま

し
た
。

長
浜
町
廃
棄
物
の
処
理
及
び

清
掃
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る

法
律
等
の
改
正
に
伴
い
、
事
業
許
可
の

更
新
期
聞
が
三
年
と
な
っ
た
こ
と
な
ど

に
よ
り
、
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
等

許
可
申
請
手
数
料
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
に

山
中
高
光
氏
を
選
任

長
浜
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
徳
田
平
八
郎
氏
は
、
平
成
十
年

三
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と

な
る
た
め
、
後
任
に
柴
の
山
中
高
光
氏

(
五
四
)
を
選
任
し
議
会
の
同
意
を
求

め
た
結
果
、
全
会
一
致
で
同
意
さ
れ
長

浜
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
に
決
ま

り
ま
し
た
。

一
総
務
課
一
藤
本
修
三
(
生
活
環
境
課
)

一
企
画
調
整
課
}
〈
特
定
事
業
対
策
室
〉

叶
本
正
(
住
民
課
)

一
税
務
課
一
久
保
美
恵
子
(
会
計
室
)

一
住
民
課
一
村
上
隆
志
(
税
務
課
)
坂

本
直
哉
(
総
務
課
)

選任された山中さん

一
福
祉
課
]
下
回
健
=
一
(
社
協
)

一
生
活
環
境
課
一
大
橋
京
子
(
白
山
園
)

坂
東
敏
幸
(
総
務
課
)
久
保
嘉
範
(
総

務
課
)
山
根
治
彦
(
生
活
環
境
課
・
環

境
セ
ン
タ
ー
)
環
境
セ
ン
タ
ー
・
菊
地

孝
(
社
会
教
育
課
・
豊
茂
公
民
館
)

一
建
設
課
一
山
下
敦
司
(
港
務
所
)
港

務
所
・
大
成
謹
(
建
設
課
)

一
学
校
教
育
課
一
田
中
宏
幸
(
企
画
調

整
課
・
特
定
事
業
対
策
室
)

{
社
会
教
育
課
一
重
松
直
博
(
経
済
課
)

沖
浦
公
民
館
・
稲
垣
美
恵
子
(
生
活
環

境
課
)
豊
茂
公
民
館
・
菊
地
敏
宏
(
総

務
課
)
{
会
計
室
一
友
揮
あ
っ
子
(
税
務
課
)

一
老
人
ホ
l
ム
白
山
園
}
中
野
健
蔵

(
住
民
課
)
酒
井
千
鶴
(
大
和
保
育
所
)

一
豊
茂
保
育
所
一
平
野
悦
子
(
大
和
保

育
所
)
今
回
邦
子
(
出
海
保
育
所
)

{
櫛
生
保
青
所
一
児
玉
智
代
(
大
和
保

育
所
)
一
大
和
保
育
所
}
吹
春
み
ね
子
(
櫛
生

保
育
所
)

一
白
滝
保
育
所
}
加
納
美
紀
(
長
浜
保

育
所
)
退

職
H

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
“

マ
老
人
ホ
l
ム
白
山
園
長
・
矢
野
克
マ

学
校
教
育
課
長
・
和
田
正
義
マ
総
務
課

主
幹
補
・
中
野
貴
夫
マ
豊
茂
保
育
所
事

務
専
門
員
兼
所
長
・
山
本
美
智
子

日投票しやす;ぐ:なり襲す低限持ゐー部改正三:::;
最近の各種選挙における投票率は低下傾向にあ 施行されます。 i 
lります。 なお、詳細につきましては、長浜町選挙管理:

このようなことから、有権者の方々がより投票 委員会(宮52-1 1 1 1・(有)2022) まで i
しやすい環境を整えるため、投票時間の延長、不 お間し、合わせください。 I士ロ

凡 (，.. ('¥")，...1 
B 在者投票制度の改善などを内容とする公職選挙法 、ω ト」
の一部が改正されました。 /J;};，:. rlぷ~ f!b 品 fI '¥五f
主な改正内容は、次のとおりです。 存者 金耳島ど五三宝告 僻11阪jトミ
①投票時聞が延長され、午後8時までとなります。 以i位羽 ;y ，..晶 ぷ.Jf¥n'Lハ
②不在者投票の時間が午後8時までとなります。 ぞ事『電ア ル~ {l~ア汗 ( A ¥¥Ii II 
③不在者投票が認められる事由が緩和され、例え Ml A44糊 雫魁 ¥Jl ~ 1¥ 
ば次のような方も不在者投票ができるようにな 市凱 磁撞踊論訟雌溢錨 旬、

22みなどの予定がある方 同九購輔盟 11/電瓜 i
VへλZテ¥ 酪碩-~凶誌が壇場罫国語置置， ¥11 ぶ:e ¥¥ I ρ 

0レジャーや買い物などの私用で、投票日に投 ミ作込 開轡繭醗難題，. ;._w.. 唱“ ~ 0¥:. 
票区域にいない方 ~-.. "'"一日叫明暗 任期玲 』油 、 w

にこ可脚色 一叩 QJt['A 新
っ越しなどをして、他の市町村に住んでい 草官'1. 品 守宅再) ""ヤ、 1 I ¥ I t 

る 方 埴今日k川 TVly } 
これらの改正内容は、平成10年 6月 1日から 司留 守ゴ訟約把 ν \I L~ '-..ノ{ - ¥ 
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寸
l
J

新
し
い
事
業
や
特
に
力
を

一
徴
一
注
ぐ
事
業
で
、
前
年
度
当
初

コ
リ
ハ
=
予
算
に
比
ペ
て
大
き
く
変
化

一一土寸一一

一
一
イ
ゴ
の
生
じ
た
も
の
な
ど
、
そ
の

一
一
同
一
特
慨
を
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

一
一
白
一
一
文
中
の
%
は
、
前
年
度
当

一
搬
一
初
予
算
と
の
比
較
で
す
。
一

一
一
全
一
般
会
計
の
目
的
別
費
目
別
総

「
l
L
額
の
(
)
内
の
%
は
、
同

予
算
に
占
め
る
同
費
目
の
割
合
で
す
。

一
般
行
政
経
費
は
、
昨
年
度
同
様
特

離 会計予算-居酒置盟置園周.

開4覇

別
な
も
の
を
除
き
抑
制
し
て
い
ま
す
が
、

「
町
づ
く
り
・
里
守
つ
く
り
・
心
づ
く
り
」

な
ど
、
住
民
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に

直
結
し
た
事
業
や
産
業
振
興
対
策
に
つ

い
て
は
、
可
能
な
限
り
当
初
予
算
に
計

上
し
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
、
前
年
度

比
三
・
一
%
の
減
と
な
っ
て
お
り
、
性

質
別
で
は
、
建
設
事
業
が
同
総
額
の
一

五
・
四
%
を
占
め
、
経
常
経
費
は
前
年

度
比
五
・
一
%
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

中
峯
(
櫛
生
)
集
会
所

整
備
事
業
費
な
ど

一
般
管
理
費
は
、
行
政
事
務
を
行
、
っ

平成10年震当初予算
平成10年度の当初予算が、ぶこの通り決ま

りました。(%は前年度当初予算との比較)

I一般会計l
49億3，290万円 (2.1%減)

i国民健鹿保険特別会計]
10億3，316万1千円 (0.7%減)

I国民健I奈保険直宮診車所特別会計1
1，314万3千円 (9.6%減)

[;港湾施設事業特別会計1
1，800万9子円 (5.4%増)

{簡易水道事業特別会計1
5，703万円(1.0%減)

【住宅新築資金等貸付事業特別会計】

1，680万7千円 (0ι%減)

I老人保健特別会計1
18億 5，653万 7千円 (6.8%増)

【土地取得特別会計l
1億円(皆増)

i水道事業会計】
収主主的収支予定額

資本的収入予定楕

資本的支出予定額

【工業用水道事業会計1
収益的収支予定額

資本的収入予定額

資本的支出予定額

た
め
の
経
費
な
ど
一
一
一
億
八
百
四
十
九
万

九
千
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
が
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
に
努
め
な
が
ら
、
経
費
の
節

約
強
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

有
線
放
送
施
設
費
は
、
施
設
の
維
持

管
理
費
等
に
↓
千
九
百
八
十
万
六
千
円
。

財
産
管
理
費
で
は
、
庁
舎
な
ど
の
管

理
及
び
各
基
金
の
積
立
金
等
一
千
凶
百

=
一
十
一
万
一
千
円
。

企
画
費
で
は
、
過
疎
パ
ス
補
助
金
及

び
土
地
取
得
特
別
会
計
操
出
金
等
三
千

四
百
六
十
二
万
二
千
円
。

生
活
行
政
推
進
費
で
は
、
中
峯
(
櫛

生
)
集
会
所
整
備
事
業
費
等
を
合
わ
せ

て
一
千
八
百
十
万
四
千
円
。

町
手
つ
く
り
対
策
費
で
は
、
町
、
づ
く
り

委
員
会
補
助
金
、
里
づ
く
り
補
助
金
及

び
龍
馬
ク
ル

l
ジ
ン
グ
山
瀬
戸
内
イ
ベ

ン
ト
等
六
百
九
十
ニ
万
九
千
円
。

電
算
管
理
費
で
は
、
電
算
機
器
リ
ー

ス
及
び
保
守
料
等
四
千
五
百
六
十
五
万

の助国植福
こな民祉祉老
とど年・-人
に金母身福
使-子体祉
う災福障
お害干止害児
金救・者童

10億8，894万円 (0.4%増)

2億 3，923万5千円

o円
5，218万4千円
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2，784万4千円

0円

639万8千円

八
千
円
。

世
税
費
で
は
、
町
税
賦
課
徴
収
費
等

九
千
五
十
万
八
千
円
。

戸
籍
住
民
登
録
費
で
は
、
二
千
四
百

十
万
五
千
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

d

間出品



社
会
福
祉
の

向
上
と
充
実

社
会
福
祉
の
充
実
を
図
る
た
め
、
社

会
福
祉
協
議
会
に
補
助
金
と
し
て
一
千

百
ニ
十
五
万
四
千
円
。

重
度
心
身
障
害
者
医
療
扶
助
費
に
一
一
一

千
五
百
万
円
。
母
子
家
庭
及
ぴ
乳
幼
児

医
療
扶
助
費
に
一
千
六
百
八
十
八
万
円
。

老
人
保
憧
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
一
億

二
千
十
四
万
円
。
こ
の
ほ
か
、
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
に
四
千

七
百
五
十
五
万
三
千
円
。

老
人
福
祉
に
つ
い
て
は
、
在
宅
福
祉

充
実
の
た
め
ホ
l
ム
ヘ
ル
パ

1
八
名
の

設
置
委
託
料
と
し
て
三
千
三
百
三
十
一
一

万
二
千
円
を
計
上
。
ま
た
、
寝
た
き
り

老
人
等
介
護
手
当
(
月
七
千
五
百
円
)

一
一
一
百
十
五
万
円
を
計
上
。

老
人
ホ
l
ム
入
所
者
に
対
し
施
設
に

支
弁
す
る
老
人
保
護
措
置
費
委
託
料
と

し
て
八
千
百
三
十
二
万
三
千
円
。

老
人
ク
ラ
ブ
育
成
費
と
し
て
百
三
十

四
万
一
千
円
。

特
別
養
護
老
人
ホ

1
ム
事
務
組
合
負

担
金
と
し
て
五
百
六
十
九
万
九
千
円
を

計
上
し
、
老
人
保
健
福
祉
計
画
に
基
づ

い
て
、
き
め
の
細
か
い
サ
ー
ビ
ス
を
図

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
Q

児
童
福
祉
に
つ
い
て
は
、
児
童
手
当

一
千
五
十
六
万
円
。
保
育
所
費
と
し
て

二
億
八
千
五
百
四
十
三
万
一
千
円
。
地
方
改
善
対
策
費
は
、
地
区
の
環
境

長
浜
乳
児
保
育
所
へ
の
措
置
費
委
託
改
善
及
び
福
祉
の
向
上
を
閃
る
た
め
、

科
六
千
五
百
九
十
三
万
四
千
円
。
施
設
改
修
ほ
か
、
長
浜
支
部
補
助
金
な

身
体
障
害
者
福
祉
と
し
て
、
身
体
障
ど
合
わ
せ
て
二
千
二
百
七
十
二
万
六
千

害
者
更
正
援
護
施
設
へ
の
入
所
措
置
委
円
c

託
料
一
千
八
百
三
十
四
万
八
千
円
。
さ
隣
保
館
費
は
、
隣
保
館
活
動
運
営
費

ら
に
、
身
体
障
害
者
手
帳
一
一
級
・
療
育
と
し
て
一
二
千
六
十
四
万
八
千
円
。

子
帳
A
該
当
者
に
タ
ク
シ
ー
利
用
補
助
国
民
年
金
事
務
費
は
、
徴
収
手
数
料

〈
五
、
身
体
障
害
者
に
対
す
る
短
期
入
所
な
ど
合
わ
せ
て
一
千
七
百
七
十
五
万
八

事
業
委
託
料
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
千
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

保
健
衛
生
全
性
・
環
室
、
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
健
康
管

境
保
護
・
ご
み
処
理
な
理
シ
ス
テ
ム
な
ど
に
六
千
五
百
九
十
四

ど
に
使
う
お
金
の
こ
と
械
万
九
千
円
。

m
母
子
保
健
対
策
費
と
し
て
は
、
心
身

C
U
 

は
障
害
児
椙
談
事
業
の
親
子
教
室
、
乳
幼

刊
児
健
診
、
母
子
保
健
推
進
活
動
、
子
ど
も

却
に
や
さ
し
い
街
づ
く
り
事
業
な
ど
に
一
一
↓

獅
百
二
十
七
万
五
千
円
を
計
上
し
、
保
健

闘
指
導
の
充
実
を
図
る
こ
と
に
し
て
い
ま

4

す。
出
海
、
櫛
生
、
豊
茂
診
療
所
運
営
費

等
に
八
千
卜
六
万
五
千
円
。

保
健
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
費
に
一
千

八
百
六
十
五
万
四
千
円
。

環
境
衛
生
費
は
、
昨
年
に
引
き
続
き

河
川
海
域
の
水
質
汚
濁
防
止
を
巨
的
と

す
る
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
費
補
助
、
ャ
、

公
害
対
策
、
公
共
墓
地
の
維
持
管
理
に

要
す
る
費
用
合
わ
せ
て
三
千
七
百
九
十

一
万
一
千
円
。

塵
芥
処
理
費
は
、
大
洲
市
-
長
浜
町

生
活
習
慣
病
対
策
・

検
診
事
業
の
充
実

環
境
保
護
意
識
の
向
上

保
健
衛
生
費
は
、
成
人
病
対
策
費
と

し
て
、
成
人
病
検
診
、
が
ん
検
診
等
の

蚕
託
料
一
千
四
百
七
十
七
万
九
千
円
。

健
康
相
談
、
訪
問
指
導
、
健
康
教
室
、

機
能
回
復
訓
練
の
た
め
の
リ
ハ
ビ
リ
教

環
境
セ
ン
タ
ー
負
担
金
九
千
百
七
十
三

万
九
千
円
の
ほ
か
、
ご
み
収
集
や
不
燃

物
の
処
理
に
要
す
る
費
用
二
千
九
百
五

万
五
千
円
の
ほ
か
、
資
源
ご
み
回
収
活

動
奨
励
金
、
生
ご
み
処
理
容
器
設
置
の

補
助
金
二
百
六
十
五
万
円
等
合
わ
せ
て

一
億
三
千
六
百
二
十
万
二
千
円
。

お業 : 
金関農 1
の係業 1
こか.;
とと、林;
に業 1
l'走・ 1
う潟、 i

2億8，488万4千円 (7.0%増)

農
用
地
有
効
利
用
推
進

漁
港
の
維
持
管
理
な
ど

農
業
委
員
会
費
は
、
農
業
者
の
地
位

向
上
と
農
用
地
の
有
効
利
用
推
進
の
た

め
の
委
員
会
活
動
費
及
び
、
農
地
調
整

等
の
経
費
一
千
三
百
五
十
七
万
六
千
円
》

農
業
振
興
ほ
、
奥
地
の
流
動
化
を
推

進
す
る
た
め
の
農
業
構
造
再
編
対
策
事

業
、
農
業
経
営
基
盤
強
化
事
業
・
稲
の

転
作
を
促
進
す
る
た
め
の
緊
急
生
産
調

整
対
策
事
業
の
ほ
か
、
認
定
曲
以
業
者
が
、

し
尿
処
理
費
は
、
大
洲
喜
多
衛
生
事

務
組
合
負
担
金
三
干
二
百
八
ト
七
万
円
。

こ
の
ほ
か
、
国
民
健
康
保
険
直
常
診

療
所
特
別
会
計
、
水
道
事
業
会
計
、
簡

易
水
道
事
業
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
、

補
助
金
等
に
一
億
四
百
十
凶
万
七
千
円

を
計
上
し
て
い
ま
す
。

経
営
改
善
計
画
を
達
成
す
る
た
め
に
行

う
経
営
規
模
拡
大
、
経
営
複
合
化
、
小

規
模
基
盤
整
備
な
ど
の
事
業
を
支
援
す

る
た
め
の
、
認
定
農
業
者
支
援
対
策
事

業
補
助
金
、
酪
農
ヘ
ル
パ

1
事
業
補
助

金
、
各
種
協
議
会
負
担
金
等
凶
百
九
十

万
七
千
円
。

林
業
振
興
費
は
、
し
い
た
け
生
産
の

活
性
化
を
図
る
た
め
、
し
い
た
け
産
業

振
興
対
策
事
業
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

有
害
鳥
獣
駆
除
事
業
、
緑
の
少
年
団
育

成
事
業
等
に
対
す
る
補
助
金
等
四
百
四

十
九
万
三
千
円
。

基
盤
整
備
事
業
は
、
県
補
助
事
業
を

導
入
し
林
道
整
備
を
行
う
も
の
で
、
叶

栓
u
止
山
線
等
の
開
設
事
業
責
な
ど
三
千

六
百
八
十
万
七
千
円
。

水
産
振
興
費
は
、
漁
業
の
振
興
を
凶

る
た
め
の
漁
業
施
設
の
維
持
管
理
に
要

す
る
事
業
費
等
二
百
六
万
二
千
円
。

漁
港
関
係
は
、
櫛
生
漁
港
局
部
改
良

工
事
及
び
喜
多
漁
港
高
度
利
用
活
性
化

対
策
事
業
と
、
各
漁
港
の
維
持
管
理
費

を
合
わ
せ
て
八
千
一
二
百
七
十
九
万
四
千
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円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
国
土
調
査
費
は
、
一
筆

件
の
所
有
者
、
面
積
、
地
目
等
地
箱
の

の設管水
こな理道道
とど・-路
に交 s)j
使通災港
つ安-湾
お:全イ主
金施宅下

61:意4，331万9千円 (25.1%増)

町
道
白
滝
柴
線

橋
梁
整
備
工
事
な
ど

国
や
県
の
補
助
な
ど
を
活
用
し
て
道

路
整
傭
を
行
う
も
の
で
、
こ
の
内
町
道

白
滝
柴
娘
橋
架
整
備
士
事
は
国
庫
補
助

事
業
で
、
町
道
石
堂
j
豆
柳
線
な
ど
二

路
線
を
県
補
助
事
業
で
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
町
道
及
び
河
川
、
下
水
道
等

の
維
持
補
修
に
要
す
る
費
用
、
並
び
に

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
、
標
識
、
カ
l
ブ
ミ
ラ
ー

等
の
交
通
安
全
施
設
の
設
置
費
を
計
上

し
て
い
ま
す
。

% 
明
確
化
を
図
る
た
め
の
地
籍
嗣
査
事
業

有
一
五
千
二
百
七
万
円
を
計
上
し
て
い
ま

す。

災
害
を
受
け
た
か

所
を
復
旧
す
る
た
め

に
使
う
お
金
の
こ
と

予
算
の
項
目
設
定
の
た
め
、
計
上
し

て
い
ま
す
。

すの館書お教
費・館金育学
用保-での校
も佳ふ公全教
合体れ民般育
ま育あ館に
れない・イ吏宇土
まど会図う会

3億2，498万4千円 (6.2%減)

柴
小
学
校
プ
l
ル

循
環
ろ
過
装
置
改
修
な
ど

1千円

主
な
事
業
と
し
て
柴
小
学
校
0

ア
ー
ル

循
環
ろ
過
装
置
改
修
を
始
め
、
学
校
、

社
会
教
育
施
設
の
整
備
充
実
及
び
文
化

事
業
、
生
涯
学
習
、
ス
ポ
ー
ツ
掻
興
、

青
少
年
の
健
全
育
成
、
同
相
教
育
、
青

少
年
海
外
派
遣
研
修
、
国
際
交
流
事
業

に
対
す
る
経
費
な
ど
を
計
上
し
て
い
ま

す。

お光
金関商
の係業
とか

とど主

に業
イ吏
う在見

5，217万2千円 (37，9%増)

地
域
振
興

事
業
の
推
進
な
ど

商
工
業
の
振
興
費
と
し
て
、
商
工
会

が
行
、
っ
事
業
に
対
す
る
補
助
金
、
中
小

企
業
振
興
資
金
の
預
託
金
、
外
灯
の
修

繕
費
一
等
に
三
千
四
百
七
十
九
万
六
千
円
。

観
光
、
公
園
管
理
費
と
し
て
観
光
協

会
へ
の
補
助
金
、
観
光
一
日
伝
費
、
白
滝
・

沖
浦
・
住
吉
公
園
等
の
維
持
管
理
費
に

千
七
百
三
十
七
万
六
千
円
を
計
上
し
て

い
ま
す
。

イ吏防
ろメ三
方防
三庄江i

?の
ミー た
」め

11意7，533万2千円 (76.9%増)

大
洲
地
区
広
域
消
防
事
務
組
合
負
担

金
な
ど
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

民町 i
うさ義 1
お会;

金孟 1
くと営 i 
、ァ σコ・
ι た i
め j

め増の
に進椙勤
便の祉労
うたの者

241万5千円 (7.1%増)
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勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
費
と
し
て
、

管
理
運
営
に
要
す
る
経
費
を
計
上
し
て

い
ま
す
。

8，126万2千円 (0.7%増)

済り
金入事
のれ業
こたの
とおた
金め
のに
:isf昔

11億 4，551万3千円 (3.7%増)1，300万1千円(増減なし)



険
刊
母
体
円

出
焼
防

融
tu
民
前
田川被保
険
者
数
が
前
年
度
よ
り
0
・八

%
減
の
四
千
五
百
五
十
五
人
と
な
る
見

込
で
あ
り
、
予
算
総
額
は
、

0
・
七
%

の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
般
療
養
給
付
賞
は
前
年
士
度
よ
り
0
・

三
%
の
減
、
退
職
被
保
険
者
分
の
保
険

給
付
費
は
、

0
・
六
%
の
増
と
な
っ
て

お
り
、
大
幅
な
増
減
は
な
い
も
の
の
国

保
財
政
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。
国
保
財
政
の
健
全
な

運
営
を
図
る
た
め
、
一
層
国
保
制
度
を

明
日
解
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
仁
、
健
康

相
談
、
食
生
活
改
善
指
導
等
の
保
健
事

業
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま

す。国民韓康保険
直営診療所(青島)
1，314万3千円

時

離
島
で
あ
る
こ
と
や
人
口
減
少
に
よ

り
、
受
診
者
も
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
診
療
収
入
の
増
収
は
望
め
ず
、
国
・

県
か
ら
の
一
連
営
補
助
金
と
一
般
会
計
か

ら
の
繰
入
に
よ
り
運
営
し
て
い
ま
す
。

会
山
並
並
木

1

資
事
刊

日
刊
付
方

宅
貸
刷

仕
日
比
虫
寸

1

償
還
金
及
び
貸
付
金
返
済
事
務
費
な

ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

老人保健
18億5，653万7千円

予
算
総
額
は
十
八
億
五
千
六
百
五
十

三
万
七
千
円
で
前
年
て
民
よ
り
六
・
八
%

の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
医
療
給
付
費

は
、
対
象
暑
が
増
加
す
る
こ
と
、
入
院

に
よ
る
医
療
費
の
仲
び
が
著
し
く
、
こ

れ
に
伴
、
っ
食
事
療
養
費
が
増
大
し
て
い

る
こ
と
等
に
よ
り
、
七
・
O
%
の
仲
び

と
な
っ
て
い
ま
す
。

老
人
保
健
医
療
受
給
者
は
、
前
年
度

よ
り
=
一
・
九
%
増
の
二
千
百
三
ト
人
と

な
る
見
込
で
、
今
後
の
高
齢
化
松
会
に

対
応
し
て
い
く
た
め
に
、
医
療
受
給
者

健
康
指
導
等
の
充
実
仁
努
め
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

港湾施設事業
1，800万9千円

港
湾
施
設
管
理
の
た
め
、
一
千
八
百

万
九
千
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

地
業
用
事
円

共
成
什

公
造
長
浜
港
隣
接
地
に
、
公
共
用
地
を
造
成

す
る
た
め
一
億
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

司事F

業事
円
叫
埠
崎
水
川
日
勿
E
叫

簡
同簡
易
水
道
は
、
十
一
施
設
で
地
元
管

理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

水道事業
2億 9，141万9千円

地方受付税
25億円
(50.7%) 

時
目的別の歳出は。o.

議会費 8.126万2千円 (1.6%)
商工費 5，217万2千円 (1.1%)
その他 1.541万7千円 (0.3%)

可奪タ

消防費 1億7.533方2千円 (3.6%)

農林水産業費

2億8.488万4千円
(5.8%) 

今
年
度
も
徹
底
し
た
漏
水
調
査
を
実

施
し
、
有
収
率
の
向
上
に
努
め
る
と
共

に
動
力
費
等
諸
経
費
の
節
減
を
行
い
な

が
ら
、
経
営
の
安
定
を
図
り
ま
す
。

用
業
問

業
持
肝

士一水山一

民

工
業
用
水
は
、
一
日
使
用
水
量
が
三

千
三
百
立
方

m
の
契
約
水
量
で
、
現
在

=
一
社
に
用
水
を
供
給
し
て
い
ま
す
。
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平成10年4月1日現在

課長

山本勝延
主幹兼課長補佐

大野勇
王幹兼課長補佐

西岡敏博
課長補佐

三秋敦司
事務専門員兼係長

城戸茂利
事務専門員

都築住江
主事

武田直人
主事

菊地順子
主事

三谷鈴美
主事補

武田笑佳

事務専門員兼係長

山本多喜男
主査

熊本虞弓
主査

谷上真悟
看護婦

一宮美穂

(兼)係長

大野
王査

三浦直重
主任主事

山尾淳志
主任主事

井上朋昭
主事

東
主事

山下ル
電話交換手

菊地直美
嘱託

池田理恵

~10~ 

勇

和彦

慶

郎

治

司

安

一

一

幸

裕

阪
本

i
M
上
補
地

味
山
封
森
一
日
浜
一
日
菊

事務専門員兼所長

下回美澄
主席主任保母

吉岡とよ子
主席主任保母

清水郁子
主席主任保母

白石王子
保母

山西千恵
主席主任調理員

岡崎美智子

事務専門員兼所長

三好五月
主席主任保母

山本直美
主席主任保母

吹春みね子
主席主任保母

横山典子
保母

河野美和

園長

中野健蔵
園長補佐葦生活指導員

新国道夫
主席主任看護婦

平田由美子
主査

城戸広美
栄養士

酒井千鶴
主任寮母

松本和重
寮母

中嶋加代子
寮母

渡辺タミ子
寮母

中嶋和佐子
調理員

山本静栄
調理員

大野トミエ
調理員

和左田道江
調理員

中野ミサエ



謀長華保佳センヲー所長

西田孝
主幹兼課長補佐

森JlI純行
課長補佐兼
保憧センター所長補佐

菊地邦求

係長

一宮和子
主務専門員兼
席主任栄養士

大橋京子
玉席主任保健婦

原間雅子
主任保健婦

村由美智子
保健婦

久保宏呂子

光

平

二

博

好

利

慎

保

時
田
一
均
一
顕
一
謂
辺
地

)

任

任

事

は
は
岡
主
兵
主
渡
主
菊
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一
一
一
月
二
十
九
日
、
長
浜
中
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
、
町
内
の
消
防
団
員
や
関
係

者
ら
約
三
百
五
十
人
が
参
加
し
て
、
平

成
十
年
長
浜
町
消
防
出
初
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

式
で
は
、
来
賓
な
ど
多
数
列
席
の
中
、

服
装
点
検
や
機
械
器
具
点
検
、
ポ
ン
プ

操
法
、
長
浜
分
団
に
よ
る
消
防
演
技
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
消
防
活

動
に
功
積
の
あ
っ
た
方
や
永
年
に
わ
た

り
消
防
団
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る

方
々
へ
表
彰
状
が
贈
ら
れ
た
後
、
来
賓

祝
辞
や
岡
同
長
の
訓
示
な
ど
が
行
わ
れ

式
は
滞
り
な
く
終
了
し
ま
し
た
。

式
後
は
、
全
団
員
に
よ
る
町
内
行
進
、

長
浜
大
橋
か
ら
の
一
斉
放
水
に
加
え
、

愛
媛
県
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
上

空
か
ら
の
放
水
演
技
も
披
露
さ
れ
ま
し

た。
私
た
ち
の
生
命
と
財
産
を
守
っ
て
下

さ
る
団
員
の
皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
今
凶
の
表
彰
者
は
次
の
と
お

り

で

す

。

(

敬

称

略

)

愛接県防災ヘリコプターによる放水

一
消
防
庁
長
官
表
彰
一
永
年
勤
続
功
労

章
・
石
山
悦
弘
(
出
海
)

一
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
}
功
績
章
・

同
孝
志
(
沖
浦
)

{
愛
媛
県
知
事
表
彰
一
功
労
章
・
賓
生

芳
正
(
櫛
生
)
、
佐
野
正
道
(
長
浜
)

{
愛
護
県
消
防
協
会
長
表
彰
一
功
績
章
・

山
本
久
雄
(
白
滝
)
勤
続
車
・
松
本
順

二
(
豊
茂
)
、
笹
田
博
志
(
仁
久
)
、
小

西
秀
喜
、
古
谷
誠
喜
、
久
保
信
彦
、
久

保
辰
男
(
以
上
沖
浦
)
、
矢
野
晃
、
久 服装点検を行う日田助役

保
睦
(
以
上
黒
出
)
、
播
本
イ
ツ
ミ

(
青
島
)
、
上
田
栄
太
郎
(
今
坊
)
、
橋

本
宏
尚
、
酒
域
匡
(
以
上
出
海
)
、
山

下
友
和
(
柴
)

{
大
洲
喜
多
消
防
団
連
合
会
長
表
彰
一

規
律
章
・
久
保
敏
彦
(
沖
浦
)
、
山
下

敦
司
、
竹
内
拡
勝
(
以
上
長
浜
)
、
津

田
勇
(
今
坊
)
、
兵
頭
利
平
、
兵
頭
宏

昭
、
増
田
勇
志
、
玉
井
勝
利
(
以
上
櫛

生
)
、
河
野
悟
久
、
山
西
利
富
、
高
岡

斉
(
以
上
出
海
)
、
中
川
利
明
(
下
須

戒
)
、
宮
本
修
一
(
上
老
松
)
、
二
呂
義

道
、
大
本
昭
裕
(
以
上
最
茂
)
、
後
藤

忠
信
(
戒
川
)
、
上
満
啓
司
、
岡
崎
浩

幸
(
以
上
柴
)
、
坂
田
忠
、
田
淵
貞
慶

(
以
上
白
滝
)

一
長
浜
町
長
表
彰
一
精
勤
章
・
玉
井
一

郎
(
櫛
牛
)
、
後
藤
嘉
文
、
井
上
朋
昭

(
以
上
今
坊
)
、
斎
藤
天
佑
、
高
橋
満
、

二
宮
哲
典
、
津
井
裕
紀
(
以
上
櫛
生
)
、 小型ポンプ操法

津
井
道
博
(
須
沢
)
、
米
国
世
輝
(
出

海
)
、
菊
地
明
(
下
須
戒
)
、
上
田
裕

(
上
老
松
)
、
楠
野
公
信
、
山
尾
淳
と
心
、

藤
岡
章
男
、
鎌
田
圭
二
(
以
上
豊
茂
)

窪
幸
二
(
柴
)

{
長
浜
町
消
防
団
長
表
彰
一
精
勤
草
・

西
山
和
夫
(
豊
茂
)
以
下
六
十
人

12 
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し馨し党

局

E
E
a
-
-
E
回
目
・

E

E
目
目

R
E
B
E
a
-
-
E
E
E
E
・

E
-
u

一
ぼ
く
が
、
お
ひ
る
休
み
に
一
り
ん

一
車
に
の
ろ
う
と
し
た
と
き
の
こ
と
で

一
す
。

一
小
さ
い
一
り
ん
車
が
な
か
っ
た
の

一
で
、

A
ち
ゃ
ん
に
、

一
「
一
り
ん
車
を
か
し
て
。
」

一
と
お
ね
が
い
し
ま
し
た
。
で
も
、

A

一
ち
ゃ
ん
は
、

一
「
小
さ
い
の
じ
ゃ
な
い
と
の
れ
な
い

一
か
ら
、
だ
め
。
」

一
と
い
い
ま
し
た
。
な
ん
で
か
し
て
く

一
れ
な
い
の
か
な
と
、
が
っ
か
り
し
ま

一
し
た
。
で
も
、

A
ち
ゃ
ん
も
、
十
ご

一
う
し
か
の
れ
な
い
か
ら
し
か
た
な
い

一
か
な
あ
と
い
う
気
も
し
ま
し
た
。

一
こ
ん
ど
は
、

B
ち
ゃ
ん
に
い
っ
て

一
み
ま
し
た
。
そ
し
た
ら
、

B
ち
ゃ
ん

一
ま
、

一
「
い
い
よ
。
」

一
と
、
え
が
お
で
い
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

一
ぼ
く
は
、
と
て
も
う
れ
し
く
な
っ
て
、

一
「
あ
り
が
と
う
。
」

一
と
、
こ
こ
ろ
を
こ
め
て
い
い
ま
し
た
。

一
そ
し
て
、
ぼ
く
も
、
だ
れ
か
が
、

一
「
か
し
て
。
」

っ
て
い
っ
た
ら
、

「
ふ
た
り
で
っ
か
お
う
。
」

と
、
や
さ
し
く
い
っ
て
あ
げ
よ
う
と
お

も
い
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、

の
ぼ
り
ほ
う
の
と
こ
ろ

瞳盟監理監轟彊盟

「やさしいこころ」

小学 1年生
( 9年度人権作文集より)

で、

B
ち
ゃ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
一
り
ん

車
に
の
る
れ
ん
し
ゅ
う
を
し
ま
し
た
。

さ
い
し
ょ
に
、

B
ち
ゃ
ん
が
、

「
じ
ゅ
ん
ぱ
ん
に
つ
か
お
う
よ
。
」

と
、
や
さ
し
く
い
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
ぼ
く
は
、

「
B
ち
ゃ
ん
、
が
ん
ば
っ
て
。
」

と
お
う
え
ん
し
ま
し
た
。

B
ち
ゃ
ん
も
、

「
が
ん
ば
っ
て
。
」

と
お
う
え
ん
し
て
く
れ
て
、
う
れ

し
か
っ
た
で
す
。

そ
の
あ
と
、
て
つ
ぼ
う
の
と
こ

ろ
へ
い
っ
て
、
一
り
ん
車
に
の
り

ま
し
た
。
ま
え
よ
り
も
す
こ
し
の

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

B
ち
ゃ

ん
が
、
い
っ
し
ょ
に
つ
か
わ
せ
て

く
れ
た
お
か
げ
だ
な
あ
と
お
も
い

ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
と
も
だ
ち
に
い
や
な

こ
と
を
い
わ
れ
て
な
い
て
し
ま
っ

た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
と
き

は
、
ど
う
し
て
あ
ん
な
こ
と
を
い

う
の
か
な
っ
て
、
と
て
も
か
な
し
っ

か
っ
た
で
す
。
そ
れ
で
、
み
ん
な

で
、
じ
ぶ
ん
が
い
わ
れ
た
り
さ
れ

た
り
し
て
い
や
な
こ
と
は
、
あ
い

手
の
気
も
ち
を
か
ん
が
え
て
し
な

い
よ
、
つ
に
し
よ
う
と
、
か
ん
が
え

ま
し
た
。
い
ま
は
、
そ
の
と
も
だ

ち
も
や
さ
し
く
て
、
い
っ
し
ょ
に

な
か
よ
く
あ
そ
ん
で
い
ま
す
。

B
ち
ゃ
ん
、
や
さ
し
い
こ
こ
ろ

を
あ
り
が
と
う
。
ぼ
く
も
、
や
さ

し
い
こ
こ
ろ
で
と
も
だ
ち
や
み
ん

な
を
た
い
せ
つ
に
し
た
い
で
す
。

ぷ
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国
内
外
の
有
名
作
家
に
よ
る
民
話
絵

本
、
約
百
三
一
十
点
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

民
話
は
、
作
家
に
よ
っ
て
雰
囲
気
が

違
っ
た
り
、
懐
か
し
い
話
が
新
鮮
な
も

の
に
な
っ
た
り
と
、
大
人
も
子
ど
も
も

楽
し
め
る
も
の
で
す
。
こ
の
機
会
に
ご

家
族
お
揃
い
で
ぜ
ひ
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

一
期
間
一
五
月
十
九
日
j

二
十
七
日

(
午
前
九
時
j
午
後
五
時
)

緑
の
募
金
に

ご
協
力
を
f

役
場
@
銀
行
窓
口
に

募
金
箱
設
置

四
月
二
十
三
日
1
五
月
三
十
一
日

心
に
安
ら
ぎ
を
与
え
る
と
共
に
、
あ

国民年金の加入中に病気やけがで障
害者になったときや、 20歳前の病気や
ケガによって障害者になった場合に支
給されます。

主事金警費iする韓議事的条件

ら
ゆ
る
生
物
の
生
存
に
不
可
欠
な
水
の

供
給
源
と
し
て
、
ま
た
、
人
間
の
健
康

で
文
化
的
な
生
活
に
欠
く
こ
と
の
で
き

な
い
貴
重
な
財
産
で
あ
る
森
林
を
守
る

活
動
を
支
援
す
る
「
緑
の
募
金
」
が
始

ま
り
ま
し
た
。

長
浜
町
森
林
と
緑
の
募
金
推
進
協
議

会
で
は
、
役
場
窓
口
、
企
業
、
学
校
等

で
募
金
活
動
を
す
る
こ
と
に
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

{
お
問
い
合
わ
せ
一
役
場
経
済
課
内
、

長
浜
町
森
林
と
緑
の
募
金
推
進
協
議
会

事
務
局
(
盟
五
二
ー
一
一
一
一
・
同
二

一
二
=
二
ま
で
。

募金は各種緑化事業に使われています

家
内
労
働
週
間

五
月
二
十
一
日

1
三
十
一
日

O
委
託
者
(
内
職
の
仕
事
を
出
し
て
い

初診日の前々月までに保険料を納めた期
間(免除期間を含む)が加入期間の 3分
の 2以上あること。または、当分の聞は、
初診日の前々月までの 1年聞に未納期聞
がないこと。

※障害認定日とは初診日から 1年6か月を経過
した日または症状の固定した目。 20歳前の障
害については、納付要件に関わらす20歳から
受けられます。

⑮受けられる年金額(平成10年度)

1級障害

2級障害

る
事
業
主
等
)
の
皆
さ
ん
は
、
次
の
こ

と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

①
家
内
労
働
者
に
工
賃
の
支
払
方
法
等

の
委
託
条
件
を
記
入
し
た
家
内
労
働
手

帳
を
渡
し
、
委
託
の
都
度
、
工
賃
額
、

支
払
日
、
納
入
受
領
し
た
物
品
の
数
量

等
を
記
入
し
ま
し
ょ
う
。

②
家
内
労
働
者
の
災
害
防
止
と
健
康
管

理
の
た
め
、
必
要
な
措
置
や
援
助
を
行

い
ま
し
ょ
う
。

③
最
低
工
賃
額
以
上
の
工
賃
を
、
一
か

月
以
内
に
支
払
い
ま
し
ょ
う
。

O
家
内
労
働
者
(
委
託
者
か
ら
内
職
の

仕
事
を
受
け
る
人
)
の
皆
さ
ん
は
、
次

の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
委
託
者
か
ら
家
内
労
働
手
帳
の
交
付

を
受
け
、
委
託
条
件
を
必
ず
は
っ
き
り

と
記
入
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

②
家
内
労
働
に
よ
る
災
害
の
防
止
を
図

99万9，40自円

7自万9.500円

230，1U1O円

76，7岡円

⑫子がある場合の加算額(平成10年度)

1人目。 2人目(1人につき)

3人目以降 ( 1人につき)

※子は、 18歳到達年度の末日までの子、または
20歳未満で1級ー 2級の障害のある子です。

抽せん日:6月16日(火)
いjームジャンホ宝(W通信睡売でもお求めできます叫
とうそご利用下さいロ

官枚300門

町掴」弘吉五i[毎璽
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赤
十
字
は
、
皆
さ
ん
の
身
近
な

と
こ
ろ
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

で
は
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
つ

。
①
災
害
救
護
活
動

災
害
が
お
き
た
時
に
必
要
な
、
毛

布
・
日
用
品
等
の
救
援
物
資
が
提
供

さ
れ
て
い
ま
す
。

②
国
際
救
援
活
動

紛
争
や
自
然
災
害
で
苦
し
む
世
界

の
人
々
の
故
援
が
行
な
わ
れ
て
い
ま

す。
③
監
液
事
業

医
療
に
必
要
な
血
液
を
、
国
内
の

献
血
で
自
給
で
き
る
よ
う
全
力
を
尽

く
し
て
い
ま
す
。

④
そ
の
他

青
少
年
亦
十
字
活
動
・
奉
仕
団
活

動
・
救
急
法
や
家
庭
看
護
法
の
講
習

会
等
も
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

大
こ
の
よ
う
な
赤
十
字

の
活
動
は
、
皆
様
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
社
費
に
よ
り
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

五
月
は
赤
十
字
運
動
月

間
で
す
。
赤
十
字
社
員
増

強
運
動
が
県
下
一
斉
に
行

わ
れ
ま
す
。

当
町
も
募
金
や
新
規
社

員
の
募
集
に
と
り
組
み
ま

す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

ま
す

{
普
通
社
員
]

O
基

準

額

五

O
O円
以
上

納
入
方
法
毎
年

表
彰
内
容
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
門

標

(
特
別
社
員
]

O
基
準
額
一
万
円
以
上

納
入
方
法
毎
年
千
円
以
上
又

は
一
時
に
一
万
円

以
上
感
謝
状
、
陶
器
製

門
標
(
法
人
は
木

札
大
型
)
、
銀
色

バ
ッ
ジ
(
個
人
)

表
彰
内
容

。
茶
準
額
=
一
万
円
以
上

納
入
方
法
毎
年
コ
一
千
円
以
上

又
は
一
時
に
=
一
万

円
以
上

表
彰
内
特
感
謝
状
、
陶
器
製

門
標
(
法
人
は
木

札
大
型
)
、
金
色

パ
ツ
ジ
(
個
人
)

※
二
十
万
円
以
上
の
場
合
、
有
功
章

と
い
う
表
彰
制
度
も
あ
り
ま
す
。

な
お
、
非
し
く
は
牧
場
福
祉
課
町

民
福
祉
係
(
官
五
ニ
ー
一
一
一
一
・

側
二

O
七
ご
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

梅
雨
や
台
風
に
よ
る
水
害

の
季
節
を
控
え
、
洪
水
に
よ

る
災
害
の
発
生
を
未
然
に
防

ぐ
た
め
の
水
防
訓
練
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

肱
川
流
域
の
十
一
-
市
町
村

等
の
消
防
団
員
や
職
員
が
参

司

3
加
し
、
土
の
う
積
み
な
ど
の

聞‘
av掴
盟

国

柄

軽
水
防
工
法
を
実
施
す
る
ほ
か
、

山
鴎
県
警
日
本
部
、
県
消
防
防
災
航

炉
端
空
隊
、
陸
上
自
衛
隊
に
よ
る

同
開
人
命
救
助
訓
練
等
が
披
露
さ

川
湖
…
れ
ま
す
の
で
、
多
数
ご
来
場

肱

く

だ

さ

い

。

農

一

日

時

一

五

月

三

十

一

日

集
(
日
)
午
前
九
時
j
十
二
時

随

一

場

豆

大

洲

市

若

宮

地

先

麟
肱
川
河
川
敷
(
五
郎
橋
上
流

車
燃
右
岸
)

一
一
一
綴
{
主
な
内
容
一

O
水
防
工
法

ト

義

彦

潮

郎

朗

一

説

者

昭

善

次

三

一

健
尚
一

玄

著

内

)

野

田

谷

村

一

澗

堀

下

綱

塩

灰

木

一

一

長
.

~

中

国

一

来

ヒ

代

一

一

未

(

1

時
一

.

の

史

日

編

の

一

ム

歴

た

年

」

一

テ

の

え

少

農

一

名

ス

会

壊

震

「

一

シ

社

崩

が

暖

い

一

一

書

融

本

敵

本

の

し

一

宮

金

日

金

日

天

美

一

0

0

0

0

0

0

一 ¥ 八事一医訓実
平成10年度 ど~五務お療練施

‘¥ ~所間百1I~司11

愛撮県交通事故相談所を開設します¥き重量得和*'*
。第わ避へ十

I場所}大掛|市役所本館3階会議室| ーせ難リ六
(大掛けI大洲 690-1:宮24-2111) 謀 -;;]11コ工
【開設問毎月 8日と 20f! I 孟翠練フ。き

(指定口が県の休日に当た、る/ 士著 70 
場合は、その翌日)/ 四っそ )人

【受付時間]午前 10時- / _I_ iHI 0命
午後3時/ 五工 応救

/ 一事 急助
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「こどもの日」といえば、こいのぼり。五月

晴れの青空に翻る大きなこいは、まさに初夏

の風物詩です。し力¥し、そんなすガすがしい

風景とは裏腹に、最近の子どもたちゃ子育て

をめぐる悲しい事件は、社会に暗い陰を落と

しています。今、安心して子どもを青てられ

る環境づくりが求められています。

五
月
五
日
「
こ
ど
も
の
日
」
が

設
け
ら
れ
た
の
は
、
昭
和
二
十
四

年
の
こ
と
で
す
。
戦
災
孤
児
や
幼

い
子
ど
も
を
抱
え
た
母
親
た
ち
が
、

街
に
あ
ふ
れ
で
い
る
時
代
で
し
た
。

そ
う
し
た
子
ど
も
た
ち
を
保
護

し
、
次
代
を
担
、
っ
児
童
の
健
全
育

成
と
い
う
理
想
の
も
と
に
、
昭
和

二
十
二
年
に
制
定
さ
れ
た
の
が

「
児
童
福
祉
法
」
で
す
。
現
在
の

仕
組
み
が
で
き
上
が
っ
た
の
も
こ

の
と
き
で
し
た
。

あ
れ
か
ら
半
世
紀
経
っ
た
今
、

保
育
所
の
数
は
全
国
で
二
万
二
千

五
百
に
も
な
り
ま
し
た
が
、
同
時

に
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境

も
大
き
く
様
変
わ
り
し
ま
し
た
。

い
ち
ば
ん
大
き
な
要
素
は
、
少
子

化
の
進
行
で
す
。

こ
こ
数
年
、
わ
が
国
の
出
生
率

は
急
激
に
低
下
し
、
平
成
七
年
の

合
計
特
殊
出
生
率
(
一
人
の
女
性

が
一
生
の
聞
に
産
む
平
均
子
ど
も

数
)
は
、
現
在
の
人
口
を
将
来
も

維
持
す
る
の
に
必
要
な
水
準
(
二
・

0
八
)
を
大
き
く
下
回
る
一
・
四

二
に
な
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
が
少
な
く
な
る
こ
と
で
、

社
会
の
仕
組
み
に
さ
ま
ざ
ま
な
影

響
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
最
も
心

り

配
さ
れ
る
の
は
、
子
ど
も
た
ち
自

身
へ
の
影
響
で
す
。
兄
弟
や
友
だ

ち
の
な
か
で
も
ま
れ
た
り
我
慢
し

た
り
す
る
こ
と
を
学
ぶ
機
会
が
少

な
く
な
る
と
、
社
会
性
が
育
ち
に

く
く
な
る
か
ら
で
す
。
家
庭
に
求

め
ら
れ
る
育
児
能
力
は
ま
す
ま
す

大
き
く
な
る
ば
か
り
か
、
共
働
き

が
当
た
り
前
に
な
っ
た
こ
と
で
、

親
と
子
ど
も
が
ふ
れ
合
う
時
間
は

減
っ
て
い
ま
す
。

最
近
の
子
ど
も
た
ち
を
め
ぐ
る

話
題
と
い
え
ば
、
ナ
イ
フ
に
よ
る

殺
傷
事
件
や
幼
児
虐
待
な
ど
、
ほ

と
ん
ど
暗
い
話
ば
か
り
で
す
。
そ

ん
な
現
実
を
見
聞
き
し
な
が
ら
、

子
育
て
に
不
安
を
も
っ
親
が
増
え

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

一
人
で
悩
む
こ
と
な
く
、
心
配
ご

と
が
あ
る
と
き
は
、
近
所
同
士
で

悩
み
を
打
ち
明
け
あ
っ
た
り
、
気

軽
に
相
談
し
合
っ
た
り
で
き
る
雰

囲
気
が
あ
っ
た
ら
ど
れ
ほ
ど
心
強

い
で
し
ょ
う
。
親
や
子
ど
も
、
子

育
て
の
専
門
家
な
ど
も
交
え
た
子

育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ぞ
つ
く
り
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

平
成
九
年
六
月
に
は
、
児
童
福

祉
法
が
五
十
年
ぶ
り
に
改
正
さ
れ
、

子
育
て
ニ

l
ズ
の
多
様
化
や
児
童

に
か
か
わ
る
問
題
の
複
雑
化
に
対

応
す
る
た
め
の
児
童
福
祉
施
設
の

16 

見
直
し
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
に
向

け
、
法
制
度
の
整
備
も
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

五
月
五

る
日

数
あ
る
祝
日
の
意
義
と
そ
れ
ぞ

れ
の
目
的
を
定
め
た
「
祝
日
法
」

の
条
文
を
見
る
と
、
「
こ
ど
も
の

日
」
の
目
的
は
こ
う
童
聞
か
れ
て
い

ま
す
。
「
こ
ど
も
の
人
格
を
重
ん
じ
、
こ

ど
も
の
幸
福
を
は
か
る
と
と
も
に
、

母
に
感
謝
す
る
」

1

1

「
こ
ど
も

の
日
」
は
実
は
H

母
の
日
u

で
も

あ
る
の
で
す
。
子
ど
も
を
生
み
育

て
る
こ
と
が
常
に
感
謝
さ
れ
、
親

自
身
も
誇
り
に
思
え
る
よ
う
な
社

会
で
あ
り
た
い
も
の
で
す
。



L
E
T
Sタ
棚
グ
キ
シ
グ

生
活
改
善
掴
泉

ひ
じ
き
入
り
が
ん
も
ど
き

※ 

在「一一~ 羽
り酒砂しみだサ塩ご卵ゴ人椎豆山ひ料
方 糖よりしラ ま ボ参茸腐芋じ一
} うん汁ダ ウ き
ゆ油

三
O
g

五
O
g
一
丁

二
O
g

三
O
g

=一O
g
一
個
少
々

小
一
/
二
杯
適
量

二

o
o
m

一O
O
∞

一
o
o
m

二
O
O
g

一
o
o
m

①
ゴ
ボ
ウ
、
人
参
、
椎
茸
を
千
切
り
に

す
る
。

②
ひ
じ
き
も
適
当
に
切
る
。

③
豆
腐
を
し
ぼ
っ
て
、
山
芋
の
す
っ
た

物
と
卵
と
野
菜
の
千
切
り
、
ひ
じ
き
を

混
ぜ
る

④
塩
を
入
れ
て
形
を
整
え
る

⑤
油
で
揚
げ
る
。

⑥
な
べ
に
並
べ
、
だ
し
汁
と
※
で
落
と

し
ぶ
た
を
し
て
煮
る
。

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
・
:
野
菜
の
千
切
り
は

細
く
、
油
で
揚
げ
た
後
は
よ
く
油
切
り

を。

品一品

一代詩一一週
7
0
一

て酔惑すJ

長浜手編会

(手芸)

私
た
ち
の
手
編
会
は
、
全
く
の
初
心

者
か
ら
、
自
己
流
で
編
ん
で
い
た
け
れ

ど
正
し
い
編
み
方
を
習
っ
て
み
た
い
と

思
わ
れ
て
入
会
さ
れ
た
方
な
ど
手
編
み

の
好
き
な
者
が
集
ま
っ
て
、
基
礎
を
勉

強
し
な
が
ら
作
品
作
り
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。細
い
糸
を
一
針
一
針
編
ん
で
作
品
に

仕
上
げ
る
の
は
時
間
の
か
か
る
作
業
で

す
が
、
で
き
あ
が
っ
た
と
き
の
喜
び
は

格
別
で
す
。
毎
年
文
化
祭
に
出
展
し
て

ミ奪三ふ若手1..， 2秒髄

カマイタチ長浜高校美術部

そ平山
口
げ
、

い
る
ほ
か
、
昨
年
秋
に
は
ふ
れ
あ
い
会

館
で
も
作
品
展
を
開
催
し
ま
し
た
。

た
だ
編
む
だ
け
で
な
く
、
計
算
を
し
、

常
に
日
数
・
段
数
に
注
意
し
て
い
る
の

で
「
少
し
は
ほ
け
防
止
に
な
る
の
で
は
」

と
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
、
手
の
ぬ
く
も
り
と
愛
を

編
み
込
ん
だ
作
品
を
親
し
い
方
に
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
ご
入
会
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

一
代
表
者
・
連
絡
先
一
久
保
幸
代
(
長

浜
:
宮
五
二

|
O
四
六
九
)

一
練
習
日
}
毎
週
火
・
金
曜
日
(
午
後

一
時
j
五
時
)

一
練
習
場
所
一
久
保
幸
代
宅

一
会
員
一
岩
城
千
代
子
、
込
岡
輝
子
、

亀
田
鈴
子
、
高
木
文
子
、
叶
岡
美
鈴
、

大
石
さ
よ
子
、
山
本
静
栄
、
西
岡
八
重

子
、
藤
井
ヒ
ロ
ミ
、
岩
城
シ
ゲ
コ
、
下

回
勝
子
、
久
保
幸
代

ふれあい会館で開催された展示会
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自
指
せ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
/

ー
サ
ッ
カ
ー
教
室
1

一
二
月
十
五
日
、
長
浜
中
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
サ
ッ
カ
ー
教
室
が
開
催
さ
れ
、

町
内
の
サ
ッ
カ
ー
少
年
ら
約
五
十
人
が

参
加
し
た
。

こ
れ
味
、
一
流
の
サ
ッ
カ
ー
技
術
を

学
ん
で
も
ら
お
う
と
長
浜
町
町
づ
く
り

委
員
会
が
企
画
し
た
も
の
で
、
今
年
で

二
回
目
。
会
場
で
は
、
指
導
者
に
愛
媛

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
・
ユ
ー
ス
の
和

泉
茂
徳
監
督
ら
を
招
い
て
約
三
時
間
の

講
習
が
行
わ
れ
、
少
年
た
ち
は
、
パ
ス

や
ド
リ
ブ
ル
な
ど
基
本
か
ら
応
用
ま
で

の
各
技
術
を
熱
心
に
学
ん
で
い
た
。

地
域
つ
く
り
と
癒
し
の
心

ー
町
と
っ
く
り
講
演
会
1

一
一
月
二
十
二
日
、
ふ
れ
あ
い
会
館
で講演に耳を傾ける参加者

町
e

つ
く
り
委
員
会
夢
づ
く
り
部
会
主
催

に
よ
る
講
演
会
が
聞
か
れ
、
各
地
区
の

地
域
づ
く
り
に
関
心
を
持
つ
人
た
ち
が

参
加
し
た
。

玉
川
町
の
第
五
十
八
番
札
所
仙
遊
寺

住
職
で
、
町
キ
つ
く
り
グ
ル
ー
プ
源
流
会

長
の
小
山
田
憲
正
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、

地
元
の
竹
を
使
っ
て
竹
酢
液
を
生
み
出

し
た
り
、
竹
山
ば
を
特
産
品
と
し
て
販
売

し
た
り
し
て
活
動
資
金
に
す
る
ユ
ニ
ー

ク
な
事
例
や
、
四
国
八
十
八
ケ
所
の
世

界
文
化
遺
産
登
録
へ
向
け
て
の
取
り
組

み
な
ど
の
話
に
、
参
加
者
は
品
則
一
心
に
耳

を
傾
け
て
い
た
。

一生懸命練習に取り組む子どもたち

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
花
づ
く
り

ー
下
須
戒
長
寿
会
活
動
1

ゴ
一
一
川
か
ら
四
月
上
旬
に
か
け
て
、
下

須
成
地
以
一
の
河
川
敷
に
一
面
に
咲
き
誇

る
菜
の
花
が
、
道
行
く
人
の
日
を
和
ま

せ
て
い
た
。

雑
草
に
覆
わ
れ
て
い
た
河
川
敷
を
整

備
し
花
畑
に
変
え
た
の
は
、
下
須
戒
長

寿
会
(
小
泉
満
子
会
長
)
の
山
甘
さ
ん
。

奉
仕
活
動
と
し
て
行
っ
て
い
た
道
路
沿

い
の
空
き
缶
拾
い
が
き
っ
か
け
と
な
り
、

昨
年
十
月
か
ら
雑
草
の
根
お
こ
し
、
種

ま
き
、
散
水
な
ど
会
員
の
皆
さ
ん
に
よ
っ

て
順
次
整
備
さ
れ
て
き
た
。

八
つ
子
タ
ケ
ノ
コ
現
る
/

の
竹
や
ぶ
で

1

四
月
五
日
、
柴
の
山
中
高
光
さ
ん
所

黄
色
い
械
訟
を
前
に
、
小
泉
会
長
は

「
来
年
ほ
対
岸
を
:
・
」
と
広
が
る
夢
を

話
さ
れ
て
い
た
。

無事命名を終えた8本のタケノコ

有
の
竹
や
ぶ
で
、
八
つ
子
の
タ
ケ
ノ
コ

が
見
つ
か
っ
た
。

こ
の
日
タ
ケ
ノ
コ
掘
り
に
出
か
け
た

山
中
さ
ん
。
道
の
脇
の
雑
木
な
ど
を
片

付
け
て
い
た
時
、
そ
の
下
に
顔
を
出

L

て
い
る
タ
ケ
ノ
コ
数
本
を
見
つ
け
た
。

よ
く
数
え
て
み
る
と
、
一
畳
足
ら
ず
の

広
さ
に
何
と
八
本
。
早
速
近
所
の
子
ど

も
た
ち
を
呼
び
、
記
念
に
そ
れ
ぞ
れ
の

タ
ケ
ノ
コ
に
命
名
。
山
中
さ
ん
は
、

「
一
か
所
に
こ
れ
だ
け
生
え
て
い
た
の

は
初
め
て
・
:
」
と
、
思
わ
ぬ
春
の
贈
り

物
に
笑
顔
で
話
さ
れ
て
い
た
。

河川敷を彩った菜の花

圏

直
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1
つ
わ
ぶ
き
俳
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会

1

仰
向
け
に
寝
こ
ろ
ん
で
見
る
春
の
空

桐

旧

恵

美

子

ほ
か
ぽ
か
と
野
辺
で
土
筆
の
袴
は
ぐ

亀

岡

幸

子

早
々
と
彼
岸
桜
の
咲
き
揃
ふ

中

伊

セ

ツ

梅
買
ふ
友
に
合
ひ
た
る
彼
岸
か
な

井

東

純

子

祖
母
語
る
昔
話
や
花
杏
津

田

操

彼
岸
会
や

B
立
た
ぬ
程
に
紅
を
ひ
き

中

島

千

代

子

容
光
を
す
ば
や
く
と
ら
ふ
ワ
イ
ン
グ
ラ

ス

谷

本

一

善

初
土
筆
友
よ
り
貰
ひ
タ
の
膳

津

田

高

子

寒
暖
の
差
の
激
し
さ
や
春
注
し

津

田

恒

昏

落
椿
川
の
流
れ
の
早
き
こ
と

宮

田

節

子

一
菜
の
花
や
離
乳
食
は
む
児
の
笑
顔

一

中

見

貞

子

一
伊
予
相
を
む
ぎ
つ
つ
妻
の
受
け
答

一

(

呂

田

猛

義

一
木
々
の
芽
に
か
す
か
な
彩
の
気
配
あ
り

一

久

保

茂

子

H
喜
多
灘
小
学
校
日
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か
え
り
道
ふ
た
り
で
つ
ん
だ
山
い
ち
ご

一

年

藤

岡

渉

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
ぼ
く
の
は
ど
ん
な
い
ろ

か

な

あ

二

年

後

藤

飛

鳥

ひ
き
だ
し
は
ふ
ゅ
の
あ
い
だ
の
お
よ
う

ふ

く

二

年

谷

上

梓

あ
き
に
な
り
み
ん
な
あ
つ
ま
れ
お
ち
ば

は

き

三

年

坂

本

悠

竹
の
子
が
土
を
お
し
の
け
頭
出
す

四

年

玉

川

博

将

帰
り
道
ス
イ
セ
ン
ゆ
れ
て
か
お
り
ま
う

四

年

後

藤

望

美

春
に
な
り
あ
ら
た
な
い
の
ち
が
芽
を
出

す

よ

四

年

丸

井

俊

太

朗

帰
り
道
か
さ
が
い
た
ん
だ
冬
の
雨

四

年

東

辰

憲

か
に
さ
さ
れ
ひ
ふ
が
プ
ク
ッ
と
お
こ
り

だ

す

五

年

後

藤

裕

介

カ
エ
ル
く
ん
梅
雨
が
来
た
な
ら
コ
ン
サ
ー

ト

六

年

後

藤

良

太

夏
の
山
見
虫
た
ち
の
パ
ラ
ダ
イ
ス

六

年

谷

上

慶
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O
長
浜
の
久
保
充
清
さ
ん
・
:
電
動
ベ
ッ

ド
一
式
を
長
浜
町
へ
。

O
白
滝
保
育
所
保
護
者
会
(
別
宮
富
美

代
表
)
:
・
プ
レ
ハ
ブ
物
置
を
白
滝
保
育

所
へ

C$P 
結

婚

下
須
戒

沖

浦

豊

茂

長

浜

岡尾山上
上本野

札珠主 健Z
雅5美みイ有す太た

海茂浦滝

高小柴谷宮植蔦析

お
〈
や
み

3
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

住

所

氏

名

死

亡

時

年

齢

浜

橋西中湖城本代井

留
雄
(
八
六
)

満
害
男
(
七

O
)

喜
美
子
(
七

O
)

絹
子
(
九
O
)

岩
太
郎
(
九

O
)

道
子
(
五
九
)

愛
子
(
五
O
)

資
(
八

O
)

3
月
届
出
分

(
敬
称
略

氏

イ主

戸斤

子強

長柴柴柴出豊沖白

5月と言えば満目さみどりに包

まれ、誰もがいきいきとした生命

の喜びを感じる。

1日は、聖マリアの祝日でメー

デーでもある。我が国は大正 9年

に第 1回が行われ:、労働条件の改

善の要求を掲げ街頭を行進した。

昨今は不景気で、失業者の急増は

労働者の悩みで、ある。景気回復こ

そ急務であろう。

3日は憲法記念日。平和憲法の

内容を理解し、主権在民を確立し

たい。昨今の少年犯罪の多発も、

憲法の理解不足ではなかろうか。

政府は少年法の改正の検討を始

め、文相諮問の中央教育審議会は

「幼児期からの心の教育」につい

て中間報告をしたが、このことで

少年犯罪がなくなるとは思えない。

今こそ、地域をあげ家庭教育・学

校教育に意を用い、児童-生徒に

生きる喜びを与えてやることが大

切ではなかろうか。社会性・協調

性を持たせ、善悪の分別のあるよ

り良い社会人の素質を培わねばな

らない。

5日の子どもの日や、第 2日曜

日の母の日の意義をかみしめ、睦

まじい家庭生活を送り、家族の紳

を深めてこそ、 21世紀を担う子ど

もたちが郷土長浜の発展の原動力

となってくれて、住み良く豊かな

町づくりができょう 。

名

f 一一「今月のトップは松下強さん
.1憂子さんのカップル

今

坊

大
洲
市

松松

井下

f憂

住 3お
所旦誕
百生
号分お

24薮め
名称で
土Eと
室う
署!!
名

長

浜
下
須
戒

今

坊

一宇拓T拳児
範す美み介耳

宮西池
田岡田

昭
一
秀
幸
勇
二

富明
豊夫誠彦

20 

人口・世帯数のうごき

3月末現在 前月との比較

10，264人 75人減
人 口 (男 4，842人) (男39人減)

女 5，422人 女36人減

世帯数 3，665世帯 11世帯減


